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＝外野交麟抄＝

ユ．「ネフローゼ、の病理解剖

 「ネフローゼ」に出する最近の病理解剖學文獄上に認めらる」重要なる確讃として「ネフロ

’一一@tfJのあらゆる場合に於て綜毬膣の形態學地面化が認められる」とV・ふ事實がある．此の攣

化が綜台墨腎炎の際の炎症性のものと根本的に異ってみるのは，後者と異って遙かに腎臓細

尿管上皮の「ネフローゼ」の感熱に似てみる点である，：Fahr氏は之をGlomerulonephroseと幽

してTubulonephroseと匿別してみる．

 1此のGlomterulonephr6seなる悪化としては，縣毬禮毛細血管の基礎膜の膨化及び接張が主

なるものであり，それ等と共に綜毬艦上皮の腫脹帥ぢ綜毬庭内被細胞の漏出腫脹並びに硝子

様小滴性攣性が認められる．

 之に卜して多面の臨床的並に工面的研究から縣毬艦毛細血管の滲透性の障碍が存在すると

結論されてるる．

 叉腎臓細尿管上皮に於ける「ネフローゼ」の攣化の出現は懸毬罷毛細血管の滲透性の障碍と

關係がある，印ちRanderath氏はTubulonephroseのすべての場合に継て斯くの如き綜毬罷

の機能障碍が存在すると述べてみる．

 其他踏破細尿管の「ネフローゼ」の攣化が退行性であるといふのに特に重要な目標であっ

た類脂艦浸潤は退行性の兆候ではなく中性脂肪や「グリコゲン」が貯臓されたるものとして

意義づけられてるる．叉「ネフローゼ」の際細尿管に於ける重要な攣化であると～二ろの硝子

様小滴は上面磯中に排泄された蛋白物質の貯臓されたものであると假定せられる．

 斯くして我々は「ネフローゼ」の際の細尿管の攣化は原獲性攣性の表現に非すと述べるこ

とが出妊る．帥ち綜毬艦の機能障碍なしには細尿管の軍猫の原稜性攣性の疾患はあり得ない

                 ののである，斯るが故に綜臨場若しくは細尿管が疾病の位置を表すかの如くGlomerulonephrose

とかTubulonephroseとか倒置するのは正しくなV・．帥ちBright氏病の之らの群を正しく理

解するために「ネフローゼ」を磁位として観察することが必要である．むしろ「ネフロrゼ」

の際に寝ても亦孫山高を腎性機能障碍の申心に考へて之を細尿管に於ける形態面的攣化と關

係づけて考へることが必要である．

 Glomrulonephroseなるものが存在するならば恒にTubulonephroseカミ存在する，但し「ネフ

ローゼ性像の出現には綜毬罷の血行が障碍されなレ・ことを要する．

 継毬艦が腎臓に於ける病理的事攣の中心に立ち而して形態學的攣化を綜毬禮毛細管の滲透

性障碍に因るとV・ふ斯の如き「ネフローゼ」の本質に關する見解によって病理解剖上並びに

臨床上va rネフローゼ」がよく理解さるNに至った．我々が「ネフローゼ」の際に於ける蛋白

排泄を綜毬艦の機能障碍に蹄することによって「ネフローゼ」の疾患の際に於ける蛋白尿の

満足なる読明をなし得る．
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 Volhard氏は「ネフロPゼ」の症候群（血申蛋白の移動，過コレステリン血症，「コレステリ

ン尿，浮腫傾向）を示すところの腎臓疾患に於ては共通の第一次的症候として大量蛋白尿が

存在すると云ってみる，而して此の大量：蛋白尿が夫れ自身で毛細血管障碍に導く．

 最後に繰返して言ふがBright氏腎臓病の此の二つの群である懸毬騰腎炎及び「ネフロー

ゼ」の分類は正しくない．

 Randerath氏は次の如く述べてみる．「綜毬罷腎炎¢）際に於ける懸毬艦申に於ける循還障；碍

の存在と「ネフローゼ」の際に於ける縣毬艦の面心が保たれてみる時の滲透性障碍の存在とは

その獲展に就て根本的な相違あり」と．

 典型的な急性の傳染性疾患後の綜毬髄腎炎の際には腎臓のすべ：ての綜毬艦の血行が機能的

障碍を話するに反して，純粋の急性及慢性の「ネフローゼ」に就ては綜毬髄の血行が保たれ

てみて蛋白に封ずる異常な透過性を有するのである．

          （E． Randerath：Zentralblatt f． lnn． Med． 31， Okt． 1936／Nr．44）

2．結核患者t：於けろ内分泌腺系

    統の膿質的憂化に就て

 他の實質的臓器が結核に封して比較的冤疫性を有するに反して何故に内分腺が比較的屡々

結核に罹るかとv・ふ問題は殊に興味深v・と思ふ甲歌腺及び副腎に就て最も多v・と云はれる

が私は自らの輕験によって松山腺に最：も多v・と思ふ．

 甲状腺は比較的に結核に封し琵疫性を有する．全身粟粒結核に就ては罹患することは稀で

はなV・が慢性結核の現るXことは稀である．之に反して副腎は結核に謝して感受性が充進し

てみる．Wiese1氏は此の感受性の原因を副腎及び全「クロム親和性系統の襲育不全に求むべ

きであると弐ってるる．斯る見解によって副腎の結核が概ね護育不全性の雪質：の人を襲ふこ

とが理解しうる．

 最後に松菓腺に就て述べる．結核患者に就て過性慾は比較的多V・現象である．松島腺エキ

ス」は人間に於ては過性慾を減弱するものであることは多数學者の一一stするところである．

 私は剖槍例で内分泌系の槍索を行った110中，結核に罹って死亡した12例を観察して，殆

ど総てに就て松菓腺の重量の減退を認めた，此の重：量の減退を機能減弱の判断に資したので

あるが面出の松韻腺と畷下垂盟との聞に著名な拮抗雨渓を認めた．

                （J． v． Kup． Beitrag． Z． Kl． Tbc． 88， Bd． 6， Heft．）
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・＝＝内國臨急抄＝・

1． アビタミノーゼ

 「ビタミンJは主として植物髄に成生せられ植物界の「ホルモン」と見徴さるNものであっ

て，これが食物と共に動物に撮取されてその健康と生長に重要なる役割を演ずるものなるこ

と周知のことなり．叉各種の疾患と「ビタミン」の訣乏との關係に就て観るに：

 「ビタミンA」 「A」は「カロチン」と密接なる關係あり．「カロチン」は動物艦中で容易に

「ビタミンA」に移行するものなり．之が敏乏により起る疾病には結膜乾燥症，角膜軟化症，

乳幼心の塚山不良，夜盲等あり．叉Rachet氏は潰瘍性直腸炎に「ビタミンA」を局所に使

用して良結果を得たりと．

 「ビタミン：B」 「：B」には：BT， B2， B3， B4，：B5， B6， B7，「ビタミンHJ等墨げられ名稻iも各・

三者により統一を敏：く．StePP氏は「ビタミンBIJの外に「ビタミンBi」複合髄及び「ビタミ

ン：B」屡の他の「ビタミン」と三大別して記載せり．脚氣の原因に關し「ビタミン：B」訣乏なる

ごとは周知なるも「ビタミン：B」複合艦の敏乏によるものか又「ビタミン：BIJ或は「ビタミン

：B2」の鉄乏によるものか読一定せす．併し之等を投記することに於て奏効するは衆人の認む

る所なb．又近時結核と「ビタミンB」とは密接なる關係ありと報告せるものあり．

 「ビタミンC」S、Gy6rgyiが牛の副腎よb抽出し「アスコルビン」酸と命名せ江「ビタミ・

ンC」の奏効する疾病には壊血病，「バセドウ」昏絶，胃腸出血，子宮出血，喀血，出血性素

因を隠す疾患等なり．叉「アヂソンJ氏病に「ビタミンCJ多量投與を推賞せるものなり．

 「ビタミンD」之が同病によ釘句僕病，骨軟化症，テタニP等の疾患の起るは既に確認せ

らる．3ζ小見の歯牙護育にも大なる關係を有す，近時結核及び慢性潰瘍に「ビタミンD」を使

用すること推賞せるものあり，

 「ビタミンE」「E」は生殖作用と大なる關係を有し「E」の鋏乏によりて男子に棄ては組織

的攣化，女子に於ては妊娠維過の障害が著明となる．此外に筋肉萎縮が見らると言ひ或は四

肢の麻痺：が起るとも云はる．「EJは月経障害，不妊，生殖器稜育不全，精力減退，習慣性流

産に慮帰せらる．          （大森憲溶血豚ノ日本10月號1185頁1936年）

2． 最近1こ於けろ使齊曙経験

  A．消化性潰瘍の「ヒスチヂン」療法

 要約’（a）臨豚諸症歌中，悪心，嘔吐，呑酸，噌難等は食餌療法のみで既に比較的容易に

除去せられるから，夫等の症歌溝長如何を以て本療法による結果であると帥断し難V・が疹痛

は大抵の場合頑固であって，食餌療法の上に内服若くは「アトロピン」製剤を投與するのを
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例としてみたが上記本療法施行患者は何等鎭痙剤を用ひすして「イスウルクス」（「ラロスチ

ヂン」）籔回若くは10回内外の注射で浩症するを得た1此黙から観ると本療法は只軍に謝症

的にでは無く，多少とも本質的に敷果があったものと思はれる．

 （b）胃機能歌態（胃の塵酸分泌）に封して本療法の影響を見る爲に，各患者の輕過を逐うて

胃液の分割的検査を行ったのに，総ての例に於て其碁盤酸分泌を低減せしめ，4例は粒度の

減酸に過ぎなかったが，他の6例は甘々著明若くは著明な酸度低減作用のあったのを認めら

れた．

  ：B．心臓ホルモン」其後の経験

 著者は前に1例の特獲性脱疸と1例の闇激性破行症患者に封して心臓ホルモンJの製剤

「ラカルノ・一ル」及び「カリクレーンJを使用して著敷のあった事を報告した．其後狭心症獲

作の患者にも使用して其懸果を確認した藪回の輕験がある．最近肢端紅痛症（エリトロメラ

ル潮目）患者に心臓ホルモン」剤「カルヂーン」を使用して驚く程著敷のあった例を報告して

みる．

  C．結核性熱に封ずる「チゴキン」の下熱断乳

 「チゴキン」は「チゴサヅカロミセス」（蜂蜜菌）から製剤したものであって，蜂蜜菌は蜂蜜

乃至花粉申に繁殖してみるのであるが，酵母としての一般性歌を其有する微生物禮であるか

らには，それから精製せられた本製剤は矢張一種ゐ異種蛋白髄による刺戦療法剤と襯られる

のである．1

 色々な結核性疾患に使用して見た結果を要約して見ると，

 1．急性滲出性肋膜炎には各病期を通じて其下熱促進的敷果は著しく，下熱と同時に他の

全身症状も輕快に向ふし，罷液所見（赤沈速度，尿「ウロクロモゲーン反慮）も好調に趣く．

 2．急性乃至慢性腹膜炎には其下熱促進的敷果と全身症歌の輕快並に艦液所見の好調を招

來する場合もあるが，只軍に下熱促進的敷果のみを見られ，他の全身症歌や艘液所見の好調

を期待出來難V・場合もある．

 3．肺門結核の頑固な微熱若くは輕熱に謝してはよく其下熱的敷果を護聾する．

 4．肺結核では其赤沈両度が高度促進（1時間70乃至80mm以上）の場合には其下熱促進的

致果は見られない．

 其赤沈速度が中等度乃至熟度促進の場合には下熱促進的敷果並に全身症歌の輕快を期待出

町る事が多V・．但し其病勢が進行性な場合には其下熱促進的敷果も全身症歌の輕快も見られ

ないが，或は下熱促逡的敷果は一時見られても全身症1伏の輕快や罷液所見の好調が見られな

V・．                  （竹田正次 治療及虚方 昭和11年11月號）
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二學 ム晋 ＝

            金澤呼時會第135回例會

12月24日（木曜日）午後2時より金澤署科大駈署化學講義室に於て開静其の演説次の如し．

               1．レ線管球焦黙の測定

                金澤醤科大崎理學的診療座箒室

                  奥  原  政  雄

 ：Lochkameraの理を懸用せる焦賠計により我敢室に於ける診断及治療用の各種レ線管球に就き其の焦職

を測定せるに

 （1）Multix（Ph6nix－Radion， Type：MRG． Do 130）の撮影用焦黙の大さは露出時聞の長短，二衣電

流の強弱（10mA以下）．二次電墜の高低（60－90 KVの範團に於て），により殆ど影響を蒙らず．

 （2）SeaIex（W－10K：W，東京電氣株式會肚製）の焦1の大さは露出時間延長せぽ増大す．然れども之は

本來の焦窯が増大するものに非ずして．焦鮎周園のレ線放射弱き部分が露出時間を延長せるために出現す

る事に因るものにしてs」 燕ﾛの爲眞撮影に於けるが如き範團の露出時間に於ては（露出時間は二次電流，

二次丁丁に懸じて充分に小なり）此ノ焦黙壇大のレ線隊の不鮮明化に封ずる意義は殆ど無覗し得るものな

らん．而して此の本來の焦職の大さは二衣電流（10mA以下），二衣電堅（60－9D KVノ範團）により殆ど

左右せられず．

 （3）表在治療用クーリツヂ管球の焦貼の大さは3mm AI及其以下の濾過により殆ど攣化せず．

 （4）瓦斯管球焦織にては焦鐵周園にGochtの所謂Protttberanzzoneを認め， Strichfokusにてはレ線

の放出は其の上下或は前後の爾端に於て張く其中間部にては漸次に弱く，而も其の放出部は次第に其の高

さ（或ハ幅）を減じ，爲に全腿として軸の垂直或山水季なる鼓形を呈し，圓形焦鮎を有するものにてはレ線

放出は其の全腿に亙りて略一糠なり．

 （5）治療用クーリツヂ管球に於て有効焦職は其の形一般に鯖圓形に近ク可なりに大なり．破竣或は磨

滅の未だ著しからずして比較的大なる露塵に簸ては特に明瞭に寒極繊塵の螺旋形に一致するレ線放出幣の

螺旋形排列を認めたれど，焦鮎破竣或ハ磨滅の既に起りて焦黙面に陥凹を生じて，面不牢となれるものに

ては，其の破竣，磨滅の状態に相懸じて各特有なる不規則なるレ線放出状態を示ぜり．

 （6）治療用クーリツチ管球に於ては甥陰極の全面及ビ封陰極柄の全畏に亙りてレ線を放出せるを認め

たり．
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2．覗畳とi聴箆との關係に就て

第1報 各種照明下に於ける音響性耳殻反射運動の實験的研究

       金澤署科大學耳鼻咽喉科敢室

        栗 山 要 一 郎

 實瞼動物として海瞑を用ひ，100V，100W，100V，30W，100V，燭光の各種照明下に於ける音響性耳殼
           マ
反射蓮動の攣化を量的に観察せり．

 要之，照度を攣化する事によりて動物の覗畳に種々の條件を附與する時は，昔響性耳殻反射蓮動の興奮

性に一定の攣化を招回し，其際に嚢現する最遠著なる攣化は，音響性耳殻反射運動の興奮性が照度に逆比

例する事なく，斯は，照度の上昇に俘ふ苔響性耳殼反射蓮動の抑制現象と看倣すべきものなるべし．

 両，詳細は原著として近く十全會雑誌に護表の豫定．

 引綾き本年度絡會に入り，庶務會計報告あり，役員改選の結果：．

  會 長  石坂 伸 吉

  理事 申村八太郎 大里俊吾 石川 昇
 と決定．

                一雑

      學 位 授 與

 金澤醤科大學に於て昭和11年11月17．日附富山縣

五十嵐信一に醤學博士の學位を授與せり

 金澤醤科大學に於て昭和11年12月1日附富山縣

柴田國光に醤學博士の學位を授與せり．

 金澤回虫大學に於て昭和11年12月2日附長野縣

i報一
安達敬智，青森縣岩1埼武夫，石川縣關川潤治に醤

學博士の三位を離れも無常せり．一

      敏 授 餓 朝

 豫て歓米各國御出張申の熊埜御堂敢授殿には12

月23日蹄學せられたり．

⑤内 閣

 12月1目

＝叙任・鱒令一

金澤漆科大學教授 從五位 熊埜御堂  進

 陞叙高等官2等

0宮内省

 11月16日

 叙從六位

 工2月15日、，

 叙正五位

●賞動局

 12月7日

正七位 日置陸奥夫

從五位 熊i埜御堂  進

       從七位勲八等 野 村 義 信

 叙勲七等授瑞實章

●金澤豊科大喜

 12月8日

           副手 林  五  逸，

 願二依リ副手囑託ヲ解ク

 12月18日

     金澤醤科大學助手 藤 由 秀 一
  各通
     同        倉重外幾雄

 依願冤本官
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